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#12-30 

【７月２１日～７月２７日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２４年７月３１日 

在ウクライナ大使館 

 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼内相・教育相の交替 

・２４日、フィラト首相は、ロイブ内相及びシュリャフティツキ教

育相を解任し、レキャン情報通信次官を内相に、サンドゥ世銀

常任理事補佐官を教育相に任命する提案をティモフティ大統

領に送付。同大統領は、同提案を受理し、同解任・任命を命

ずる大統領令及びシュリャフティツキ氏を文化・教育・科学担

当大統領補佐官に任命する大統領令に署名。 

・２５日、フィラト首相（自由民主党党首）は、閣僚の交替を今

後も行う意向を表明、与党連合ＡＥＩ所属の民主党及び自由

党に対し各党に所属する閣僚の活動評価を完了するよう要

請。 

▼その他 

・２１日、ヴォローニン共産党党首は、１２日に議会で共産党

のシンボル「鎌と槌」の使用を禁じる法案が採択されたことに

関し、同党は同シンボルの使用を中止する意向はなく、ＣＩＳ

及びＯＳＣＥ諸国に対し現政権による不法行為及び人権侵害

に関し報告した旨発言。 

・２３日、ティモフティ大統領は、最高安全保障会議を招集、国

家防衛戦略等に関し協議。 

・２７日、レアンカ副首相兼外務・欧州統合相は、年内にＥＵと

の査証免除を実現するという公約が達成できないことが明ら

かになった場合、１２月に辞表を提出する可能性がある旨発

言。 

▼世論調査 

［ＣＢＳ－ＡＸＡ］ 

・次の日曜日に議会選挙が実施された場合の政党支持率 

共産党：３１．６％、自由民主党：２０．７％、自由党：８．４％、民

主党：７．９％等 

・調査は７月６日から１５日にかけて１，２２８名の成人を対象に

実施。 

 

 

２．経済 

▼マクロ経済 

・２５日、ＥＢＲＤは、２０１２年のモルドバのＧＤＰ成長率予測

を前回予想の４．０％から２．５％に下方修正した旨発表。下

方修正の理由は、海外からの取引需要の減少と恵まれない

天候状況。 

▼国家予算 

・２５日、ネグルッツァ財務相は、８月末には２０１３年度国家

予算案が用意できる旨発言。 

３．外政 

▼レアンカ副首相兼外務・欧州統合相の東方パートナー

シップ外相会合出席 

・２３日、ブリュッセルにおいて東方パートナーシップ外相会

合が開催され、アシュトンＥＵ外務・安全保障政策上級代表

及びフューレ欧州拡大・近隣政策担当欧州委員が共同議長

を務め、モルドバからレアンカ副首相兼外務・欧州統合相が

出席。同会合において２０１３年東方パートナーシップ・サミ

ットまでのロードマップの実施状況のほか、モルドバ・ＥＵ連

合協定交渉の進捗状況及びＤＣＦＴＡ創設問題等のＥＵ・モ

ルドバ関係に関しても協議。フューレ委員は、ＥＵはモルド

バのための２件の財政支援計画を準備中であり、モルドバ

に財政支援を行う意向である旨発言。次回会合は２０１３年

秋にヴィリニュスにて開催予定。 

▼フィラト首相の訪英 

・２７日、フィラト首相は、ロンドンオリンピック開会式に出席。 

・同日、同首相は、リディントン英国外務閣外相（欧州問題担

当）と会談し、両国間関係の発展に関し協議。リディントン閣

外相は、民主主義の強化のためのモルドバの改革実施過

程の支持を表明。また、両者は法務、貿易・経済分野におけ

る協力等に関して協議。 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


